
平
成
30
年
１
月
25
日

「
労
働
基
準
法
第
36
条
協
定
」

に
つ
い
て
の
要
請

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の

間
、
会
社
と
新
た
な
る
働
き

方
に
つ
い
て
模
索
、
議
論
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
は

法
令
を
遵
守
す
る
と
い
う
共

通
の
立
場
に
立
っ
て
労
使
双

方
に
お
い
て
労
働
時
間
管
理

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
時

間
外
労
働
の
縮
減
や
サ
ー
ビ

ス
労
働
の
根
絶
に
向
け
共
に

努
力
し
て
い
く
事
を
強
く
求

め
議
論
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

現
在
、
会
社
と
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
と
の
間
で
「
労
働
基
準

法
第
36

条
に
基
づ
く
協
定

（
36
協
定
）
」
の
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
模
様
で
す
が
、

２
月
の
勤
務
指
定
日
で
あ
る

今
日
に
至
っ
て
も
未
だ
締
結

さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

公

共

的

使

命

の

強

い

会

社

の

事

業

運

営

や

各

職

場

で

奮

闘

す

る
働
く
仲
間
へ
の
影
響
を
慮

る
こ
と
な
く
、
無
闇
に
36
協

定
の
締
結
を
遅
ら
せ
る
運
動

を
強
行
に
展
開
し
て
い
る
こ

と
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け

る
責
任
組
合
と
し
て
の
社
会

的
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
に

等
し
い
行
い
で
す
。

す
で
に
職
場
の
混
乱
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。

こ
こ
数
年
「
労
働
基
準
法

第
36
条
に
基
づ
く
協
定
」
締

結
時
に
繰
り
返
さ
れ
る
混
乱

に
多
く
の
社
員
は
困
惑
す
る

と
と
も
に
、
会
社
の
労
政
、

第
一
組
合
の
運
動
、
労
使
関

係
に
対
す
る
不
信
感
は
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
と
も
す
れ
ば
、

会
社
が
自
ら
の
社
会
的
責
務

を
放
棄
し
た
と
国
民
・
利
用

者
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
観
点
に
つ
い

て
緊
急
要
請
を
し
ま
す
。

１
．
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
が
、

公
共
性
の
高
い
社
会
的
使
命

を
持
続
的
に
果
た
し
、
国
民
・

ご
利
用
者
の
信
頼
に
応
え
る

た
め
に
は
、
時
間
外
労
働
や

休
日
労
働
が
発
生
す
る
主
要

因
た
る
異
常
時
に
は
、
関
係

機
関
・
社
員
が
全
力
を
挙
げ

て
迅
速
な
対
応
を
行
う
体
制

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
会
社

は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
の
間
に

お
け
る
36
協
定
を
、
月
内
で

可
及
的
速
や
か
に
締
結
す
る

こ
と
。

２
．
社
員
の
生
活
設
計
、
地

域
社
会
と
の
関
係
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

最
優
先
す
る
観
点
か
ら
本
日

（
１
月
25
日
）
の
勤
務
指
定

表
で
は
年
次
有
給
休
暇
の

「
留
保
」
の
取
扱
い
を
行
わ

な
い
こ
と
。
な
お
、
や
む
な

く
年
次
有
給
休
暇
の
「
留
保
」

の
取
扱
い
を
指
定
し
た
社
員

に
つ
い
て
は
各
職
場
に
お
い

て
個
別
に
丁
寧
に
説
明
す
る

こ
と
。

３
．
労
働
時
間
管
理
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
36
協
定
違

反
や
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
根
絶

に
向
け
て
、
抜
本
的
な
議
論

を
求
め
る
す
べ
て
の
労
働
組

合
と
の
間
で
議
論
を
行
う
こ

と
。

以
上

度
重
な
る
36
協
定
の
ト
ラ

ブ
ル
は
、
１
月
25
日
に
な
っ

て
も
締
結
さ
れ
ず
、
職
場
は

混
乱
し
て
い
た
。
安
定
輸
送

と
社
員
の
生
活
安
定
に
向
け

て
緊
急
要
請
を
行
っ
た
。

36
協
定
は
、
東
労
組
と
１

月
29
日
夜
、
４
月
30
日
ま
で

の
３
ヶ
月
が
締
結
さ
れ
た
。

組
織
拡
大
の
春

新
春
の
集
い
２
０
１
８
新
潟

新
潟
地
本
は
１
月
20
日
、

新
潟
市
内
「
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
組
合

員
や
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
約
１

０
０
名
で
毎
年
恒
例
の
新
春

の
集
い
を
開
催
し
た
。

神
田
・
新
潟
地
本
執
行
委

員
長
は
、
１
／
11
、
雪
害
に

よ
る
信
越
線
の
長
時
間
停
車

に
つ
い
て
問
題
提
起
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
会
長
、
社
長

は
年
頭
の
挨
拶
で
安
全
第
一
、

挑
戦
の
大
切
を
語
っ
て
い
る
。

昨
年
の
暮
れ
青
野
さ
ん
が
加

入
し
た
。
私
は
青
野
さ
ん
に

更
な
る
組
織
拡

大
を
果
た
す
と

約
束
し
た
。
組

織
と
し
て
取
り

組
ん
で
行
こ
う

と
挨
拶
を
し
た
。

新
入
組
合
員

を
激
励
に
駆
け

付
け
た
各
役
員
。

菅
野
本
部
執

行
委
員
長
、
中

山
Ｊ
Ｒ
連
合
組

織
政
治
部
長
、

新
倉
Ｊ
Ｒ
連
合

青
女
議
長
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
金

沢
地
本
よ
り
３
名
の
役
員
が

駆
け
つ
け
た
。

（
鈴
木･

通
信
員
）
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

繰
り
返
さ
れ
る
勤
務
指
定
時
の
混
乱

是
正
を
求
め
る
要
請
書
を
提
出(

要
旨)

今
冬
期
の
安
全
安
定
輸
送
、
確
保
の
た
め
に
も
!!

仲
間
の
思
い
を

共
有
し
よ
う

第
１
回

出
向
者･

エ
ル
ダ
ー

集
会
を
開
催(

仙
台)

仙
台
地
本
は
１
月
11
日
、

仙
台
市
榴
ヶ
岡
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
出
向
者
・
エ
ル
ダ
ー

集
会
を
開
催
し
、
地
本
役
員

を
含
む
13
名
が
参
加
し
た
。

添
田
地
本
執
行
委
員
長
は
、

12
月
11
日
、
の
ぞ
み
34
号
台

車
亀
裂
の
重
大
事
故
。
12
月

16
日
、
京
浜
東
北
線
架
線
切

断
で
約
７
時
間
運
転
見
合
わ

せ
な
ど
、
12
月
は
色
々
あ
っ

た
。
１
月
に
入
っ
て
か
ら
も

輸
送
障
害
が
続
い
て
い
る
。

会
長
、
社
長
の
新
年
の
あ
い

さ
つ
で
安
全
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
地
方
創
生
、
を
述
べ
て

い
る
。
是
非
一
読
し
て
ほ
し

い
。
と
挨
拶
を
し
た
。

主
な
意
見

管
理
す
る
側
の
要
員
問
題

や
エ
ル
ダ
ー
の
労
働
条
件
を

話
せ
る
場
を
作
る
こ
と
が
先

決
で
あ
る
こ
と
。
エ
ル
ダ
ー

の
長
距
離
通
勤
は
標
準
報
酬

額
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
こ

と
。
超
過
勤
務
が
多
い
と
年

金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
。
な

ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
少
し
で
も
問
題
解
決
が

進
む
よ
う
に
色
々
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
（
斎
藤･

通
信
員
）


